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 総合評価の方法
 「標準点」を100点とする。「加算点」の
最高を40点とし、技術提案書等の内容に応
じ与える。なお、「ＶＥ提案とＶＥ提案に基
づく施工計画」については、入札説明書の
別紙工事概要に参考として示した標準案に
より入札に参加する（技術提案を行わない）
場合は、「工事全般の施工計画」に関しての
み、加算点を算出し与える。「施行体制評価
点」は最高30点とし、企業の施工体制に応
じ与える。また、施工体制評価点の低い者
に対しては、加算点を減ずる場合がある。
 下記３、及びの各評価項目の評
価点数の合計を加算点とする。
 「ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画」
については、提案の内容により、評価項目
毎に優（12点）／良＋（９点）／良（６点）／
良－（３点）／可（０点）で評価する。
 「工事全般の施工計画」については、提
案の内容により、優（12点）／良＋（９点）／
良（６点）／良－（３点）／可（０点）／不
適切（欠格）で評価する。なお、「不適切（欠
格）」の評価を受けた者については、入札の
参加は認められない。
 「ワーク・ライフ・バランス等の推進」
については、ワーク・ライフ・バランス等
の取組に関する認定の有無により、有（４
点）／無（０点）で評価する。
 「企業の施工体制」については、その審
査により、評価項目毎に優（15点）／良（５
点）／可（０点）で評価する。
 下記３の評価項目毎に評価を行い、
企業の施工体制に応じ、施工体制評価点と
して付与するものとする。
 価格及び価格以外の要素による総合評価
は、入札参加者の「標準点」と、によっ
て得られる「加算点」及びによって得ら
れる「施工体制評価点」の合計を、当該入
札者の「入札価格」で除して得た「評価値」
をもって行う。

 評価項目
本工事における評価項目は以下のとおりと
する。
 「ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画」
・現場内で発生する施工騒音・振動・粉
塵・臭気の抑制に関する提案

・来院車両と大学関係者通勤車両、工事車
両等の安全且つ合理的な動線分離および
円滑な工事車両の入出構計画に配慮した
仮設計画に関する提案

 「工事全般の施工計画」
・施工上配慮すべき事項等の技術的所見
 「ワーク・ライフ・バランス等の推進」
・ワーク・ライフ・バランス等の取組に関
する認定状況

 「企業の施工体制」
・品質確保の実効性
・施工体制確保の確実性

 受注者の責により、提出された「ＶＥ提案
とＶＥ提案に基づく施工計画」及び提案した
「工事全般の施工計画」に基づく工事が実施
されていないと認められる場合は、取引停止
措置を行うものとする。

 本工事に係る技術提案書等の提出にあたっ
て、ＶＥ提案により施工しようとする場合は、
その内容を示した技術提案書を提出するこ
と。ただし、ＶＥ提案が適正と認められなかっ
た場合においては、標準案により入札に参加
できる。また、標準案に基づき施工しようと
する場合は、標準案によって入札に参加する
旨を記載すること。
 配置予定監理技術者の確認
落札者決定後、ＣＯＲＩＮＳ等により配置
予定の監理技術者等の専任制違反の事実が確
認された場合に、契約を結ばないことがある。
なお、種々の状況からやむを得ないものとし
て承認された場合の外は、技術提案書等の差
替えは認められない。
 契約書作成の要否 要。
 施工体制の審査のため、ヒアリングを実施
するとともに、ヒアリングに際して追加資料
の提出を求めることがある。
 技術提案書のヒアリングは必要に応じて行
う。

５ その他
 手続きにおいて使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金 納付。ただし、銀行等の保
証をもって入札保証金の納付に代えること
ができる。なお、落札者が契約を結ばない
場合は、本学に帰属する。また、入札保証
保険契約の締結を行い、又は契約保証の予
約を受けた場合は、入札保証金を免除する。

 契約保証金 納付。ただし、金融機関若
しくは保証事業会社の保証をもって契約保
証金の納付に代えることができる。また、
公共工事履行保証証券による保証を付し又
は履行保証保険契約の締結を行った場合
は、契約保証金を免除する。

 入札の無効
本公告に示した競争参加資格のない者のし
た入札、申請書又は資料に虚偽の記載をした
者のした入札及び入札に関する条件に違反し
た入札は無効とする。
 落札者の決定方法
国立大学法人滋賀医科大学契約事務取扱規
則第14条の規定に基づいて作成された予定価
格の制限の範囲内で有効な入札を行った者の
うち、評価値の最も高い者を落札者とする。
ただし、落札者となるべき者の入札価格に
よっては、その者により当該契約の内容に適
合した履行がなされないおそれがあると認め
られる時、又はその者と契約を締結すること
が公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれ
があって著しく不適当であると認められる時
は、予定価格の制限の範囲内の価格をもって
入札した他の者のうち、評価値が最も高い者
を落札者とすることがある。

４ 入札手続等
 担当部局
〒5202192 滋賀県大津市瀬田月輪町 国
立大学法人滋賀医科大学施設課施設企画係
電話番号0775482052 ＦＡＸ077548
2047 メールアドレス
hqsisetu@belle.shiga-med.ac.jp

 入札説明書の交付期間、場所及び方法
令和４年２月１日（火）から令和４年３月
２日（水）まで 滋賀医科大学のホームペー
ジにて交付する。（滋賀医科大学トップページ
＞企業・研究者の方＞工事入札情報）
なお、競争参加資格確認後の設計図書等

の交付については、本学より指示する。
 技術提案書等の提出期限及び方法
令和４年２月１日（火）から令和４年３月
２日（水）まで 土曜日・日曜日・祝祭日を
除く毎日、９時00分から17時00分まで（提出
期間の最終日は12時00分締切）。
 申請は、電子入札システムにより行い、
申請書（本学指定：様式２）のみ添付する
こと。ただし、発注者の承諾を得た場合は
紙入札とすることができる。

 申請書（本学指定：様式２）以外の技術
提案書等の書類については、電子入札、紙
入札を問わず、持参すること（郵送及び電
送（ファクシミリ）による提出は認めな
い。）。
なお、技術提案書等を持参するにあたっ
ては、表紙として申請書（本学指定：様式
２）及び電子入札システムによる申請受付
票を添付すること。

 特定ＪＶの場合の競争参加資格審査申請書
の提出期間、提出場所及び提出方法
上記４に同じ。

 入札保証金の納付等及び関係書類の提出期
間、提出場所及び提出方法
令和４年３月23日（水）から令和４年４月
19日（火）までに、上記４に持参すること
（郵送及び電送（ファクシミリ）による提出
は認めない。土曜、日曜及び祝日を除く毎日、
９時00分から17時00分まで。ただし、提出期
間の最終日は12時00分まで。）。
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法
入札書は、令和４年４月19日（火）12時00
分までに、電子入札システムにより提出する
こと。ただし、発注者の承諾を得た場合は、
紙により持参すること（郵送及び電送（ファ
クシミリ）による提出は認めない。土曜、日
曜及び祝日を除く毎日、９時00分から17時00
分まで。ただし、提出期間の最終日は12時00
分まで。）。なお、紙により入札書を提出する
場合、提出場所は上記４と同じとする。
開札は、令和４年４月20日（水）10時00分
国立大学法人滋賀医科大学小会議室（管理
棟３階）において行う。
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